
令和６年産米の概算金の設定と相対取引価格の状況

流通経費
（約2,000円・約10％）

運賃・保管料
（約4％）

⼿数料
（約3％）

その他
流通経費
（検査費⽤等）
（約2％）

〇 集荷団体が⾏う⽶の集荷・流通等に要するコストは、各県・銘柄によって異なる
ものの、概ね約２,000円/60kg（約10％）と推定される。

〇 内訳は、通年供給にかかる保管料、産地から消費地への運賃等が４%、⼿数料が
３％、その他（安全安⼼にかかるサンプル検査費⽤、広告宣伝費⽤他）が２％程度
と推定される。

⽶の集荷・流通に関する経費

相対取引価格

（円/60kg）

20,000

15,000

10,000

5,000

追加引上あり 追加引上なし
（53銘柄） （37銘柄）

40%↑当初引上分

農業⽣産資材価格指数

令和２年平均を100とした
場合、
令和６年平均の農業⽣産資
材価格指数は、
光熱動⼒ 130.0
肥料 137.1
と上昇しており、概算⾦の
価格設定に影響。

令和６年産⽶概算⾦

30%
50%

↑当初引上分

↑追加引上分

※概算⾦は、業界紙情報及び集荷業者等からの聞き取りによるもの（令和７年１⽉８⽇現在）。

※流通経費は、集荷業者等からの聞き取りにより算出。

令和６年産⽶の当初概算⾦からの追加引上分
令和６年産⽶の当初概算⾦（５年産⽶からの当初引上分）
令和５年産⽶の概算⾦

↑ 追加引上分︓流通状況等を踏まえ、令和６年９⽉以降に追加引き上げ
↑ 当初引上分︓資材価格の上昇に配慮し引き上げ

24,751円/60kg

前年産平均価格⽐
＋9,436円
（＋62％）

（参考）25,000

令和６年産⽶相対取引価格
（年産平均）


